
opusdei.org

『私たちの一滴』

9月下旬、25人の若者がボラ
ンティアとして岩手県大船渡
市に赴き、そこで経験したこ
とを動画にまとめている。

2011/10/11

東北の被災地復興のために自分たち
にできることを少しでもやりたいと
いう願いから、2011年9月17日から
24日にかけて、高校生と大学生を中
心にボランティア・ワークキャンプ
をおこないました。



このワークキャンプは長崎の精道三
川台高等学校、そして芦屋のセイ
ドー文化センター国際男子学生会館
と京都の吉田学生センターという学
生寮が主催したものです。

企画や運営、現地との諸連絡など、
すべて寮生や学生たちが主体的に進
めていきました。その結果、25名の
参加者が、長崎、神戸、大阪、京
都、名古屋、東京から岩手県大船渡
市に集結し、当市のボランティアセ
ンターを通じて、崎浜と越喜来の
２ヶ所の側溝掃除をおこないまし
た。

東京の上智大学１年生、たが健介
（18）は、このボランティアに参加
した感想を次のように語っていま
す。

「今回の活動で学んだことは、何よ
りもボランティアで一人ひとりの絆
が深まるということです。いかにボ
ランティアを有意義に楽しくしてい



くか、それはお互いの信頼関係だと
思います。このような素晴らしい環
境があったから、またお互いに時間
を楽しめて親睦を深めることができ
たのでしょう。今回の活動で改めて
絆の深さとチーム内の交流の重要性
を感じました」。

また、リーダーのひとりで、現在セ
イドー文化センターの寮長を勤めて
いるアルベロ・エンリケ（35）は次
のように語っています。

「東日本大震災のような天災が起き
た時に、悲惨な状況にもかかわら
ず、人間の様々な素晴らしい側面が
明らかになることがあると思いま
す。例えば、私たちのグループの一
人ひとりも、現地までの長い旅に高
い交通費と多くの時間をかけて、全
員が自分のできうる最善の貢献をし
たことがその一つです。また、大雨
の中、お年寄りの女性がわざわざお
礼を言うためにいらしてくださるな



ど、被災地の方々が様々な形で感謝
の気持ちを表してくださったことも
忘れられません。さらに、この活動
が実りあるものとなったのは、ボラ
ンティアで２５人分の食事を作って
くださった方々や現地に行って働く
ことができないが協力はしたいと
言って、寄付金や食料を寄付してく
ださる方のおかげでもあります。こ
のように、人間の素晴らしさを私た
ちは肌で感じ、心から感謝すること
ができた日々でした」。

この活動の動画を編集した京都大学
院生の新谷光（24）は、それに加え
てこう言っています。「ボランティ
ア活動というのは、一般的にボラン
ティアの人から被災地の方々への一
方的な援助というイメージがあるの
ですが、このワークキャンプを通じ
て、そうではないことを僕自身がよ
く実感できました。むしろ僕たちが
大船渡で多くの人にお世話になり、
困難の中でも微笑みや気配り、朗ら



かさや暖かい人間関係を失わないこ
との重要性に改めて気付かせてもら
いました。動画名を「私たちの一
滴」としたのは、紹介しているマ
ザーテレサの言葉「わたしたちのし
ていることは、大海の一滴に過ぎま
せん」からヒントを得たからです。
僕たちがいただいた大きな恩や愛
と、それに対する僕たちのちっぽけ
な貢献の差を表したかったのです。
それと、映像には、直接ボランティ
ア作業とは関係ないように見える食
事の風景や参加者の雑談、現地の人
たちとの交流のシーンも入れまし
た。そうすることで、ボランティア
のような社会奉仕活動から得られる
充実感と喜びがより明らかになるの
ではないかと思ったからです」。

参加者たちは「一生忘れられない夏
休み」「最高の一週間」「また是非
大船渡に行きたい」「大船渡の皆さ
んに対して十分に感謝し切れない」
などと口々に言いながら、来る前よ



り元気になってそれぞれの街に帰り
ました。東北地方の復興が一日も早
く実現できるように心から祈りつ
つ……。
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